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こ
の
概
報
に
は
、
先
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

　
（
三
十
三
）
』
　
（
一
九
九
七
年
一
一
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
及
び
平
城
京

跡
か
ら
一
九
九
七
年
度
に
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
収
録
す

る
。

　
以
下
、
木
簡
の
各
地
点
ご
と
の
出
土
状
況
を
述
べ
、
釈
文
を
掲
げ
る
。

　
一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

第
二
七
四
次
調
査
（
６
Ａ
Ａ
１
区
）

（
一
九
九
七
年
四
月
～
七
月
）

　
第
二
七
四
次
調
査
は
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
行
な
っ
て
き
た
壬
生
門
内
（
南
面
東

門
）
東
方
の
式
部
省
官
衛
の
発
掘
調
査
の
最
終
段
階
と
し
て
、
東
面
大
垣
と
そ
の
周

辺
約
一
八
○
○
�
を
発
掘
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
は
奈
良
時
代
前
半
の
式
部
省

東
官
衛
、
同
後
半
の
神
祇
官
の
遺
構
を
検
出
し
た
第
二
七
三
次
調
査
区
の
東
隣
に
当

た
る
宮
東
南
隅
で
あ
る
。

　
調
査
の
結
果
、
奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
と
し
て
、
宮
東
面
大
垣
と
造
営
時
の
添
柱

列
、
堰
板
溝
跡
な
ど
の
関
連
遺
構
、
溝
五
条
、
掘
立
柱
塀
二
条
、
掘
立
柱
建
物
六
棟
、

東
一
坊
大
路
、
暗
渠
一
基
、
橋
状
遺
構
一
基
な
ど
を
検
出
し
た
。
東
面
大
垣
Ｓ
Ａ
四

三
四
〇
は
、
宮
の
東
面
を
画
す
る
南
北
方
向
の
築
地
塀
。
最
大
二
六
ｍ
の
掘
込
地
業

を
施
し
一
層
あ
た
り
約
五
ｍ
の
厚
さ
で
版
築
し
た
も
の
で
、
残
存
高
は
最
大
〇
・
七

ｍ
、
残
存
基
底
幅
は
最
大
二
こ
（
二
ｍ
で
あ
る
。
下
層
に
掘
立
柱
塀
は
な
く
、
当
初

か
ら
築
地
塀
で
あ
る
。
大
垣
は
、
奈
良
時
代
前
半
ま
で
は
調
査
区
中
央
や
や
北
で
開

口
し
、
そ
こ
を
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
が
貫
流
し
て
い
た
。
そ
の
開
口
幅
は
、
遷

都
当
初
の
第
１
期
大
垣
で
南
北
約
六
・
二
ｍ
で
あ
る
。
後
に
狭
め
ら
れ
幅
約
三
こ
（

ｍ
と
な
り
、
埋
立
て
部
に
継
ぎ
足
し
の
第
Ⅱ
期
大
垣
が
造
営
さ
れ
る
。
最
後
に
開
口

部
分
は
埋
め
ら
れ
そ
こ
に
第
Ⅲ
期
大
垣
が
造
ら
れ
、
大
垣
は
完
全
に
閉
塞
す
る
。

　
木
簡
は
、
東
面
大
垣
を
横
断
す
る
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
か
ら
Ｉ
〇
四
六
点

　
（
う
ち
削
屑
九
四
四
点
）
、
宮
内
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
四
二
〇
か
ら
八
三
点
（
う
ち

削
屑
六
五
点
）
、
東
一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
｝
か
ら
三
〇
九
五
点
（
う
ち
削

屑
二
六
六
三
点
）
、
出
土
遺
構
不
明
一
四
点
、
合
計
四
二
三
八
点
（
う
ち
削
屑
三
六

七
二
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
一
七
火
茲
○
　
東
面
大
垣
の
開
口
部
分
を
開
渠
で
抜
け
、
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
か
ら

Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
に
東
流
す
る
溝
。
Ｓ
Ｄ
三
四
一
〇
の
水
量
を
軽
減
し
、
宮
東
南
隅
部

分
で
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
分
水
路
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
Ａ
は
遷
都

当
初
の
素
掘
溝
。
幅
五
・
五
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
五
ｍ
（
大
垣
横
断
部
分
の
数
値
。
以
下

同
じ
）
。
大
垣
造
営
に
先
だ
つ
も
の
で
、
第
１
期
大
垣
造
営
後
も
機
能
し
た
。
次
に
、

Ａ
溝
を
埋
立
て
、
幅
を
約
二
・
九
ｍ
に
狭
め
た
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
Ｂ
、
つ
い
で
幅
約

一
　
こ
（
ｍ
の
Ｓ
Ｄ
一
七
六
五
〇
Ｃ
に
改
修
さ
れ
る
。
Ｂ
・
Ｃ
溝
に
は
大
垣
横
断
部
分

に
石
の
護
岸
が
、
大
垣
か
ら
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
ま
で
の
間
に
は
杭
列
護
岸
が
設
け
ら
れ

た
。
Ｃ
溝
は
、
堆
積
土
・
埋
立
土
か
ら
軒
瓦
六
二
二
五
Ａ
（
天
平
初
頭
～
天
平
勝
宝

元
年
）
、
埋
立
土
か
ら
平
城
宮
Ⅲ
古
段
階
（
七
三
〇
～
七
四
〇
年
頃
）
の
土
器
が
出

土
し
て
お
り
、
天
平
一
〇
年
（
七
三
八
）
前
後
に
廃
絶
、
大
垣
が
閉
塞
す
る
第
ｍ
期
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の
造
営
も
そ
れ
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
大
垣
か
ら
流
れ
出
た
溝
が
Ｓ
Ｄ
四

九
五
一
に
注
ぐ
ま
で
の
部
分
で
集
中
し
て
出
土
し
た
。
堆
積
土
層
は
大
き
く
四
層
に

分
か
れ
、
上
か
ら
、
灰
褐
砂
質
土
・
灰
色
細
砂
土
・
暗
灰
粘
質
土
な
ど
の
層
（
取
り

上
げ
名
称
は
黒
灰
土
。
以
下
の
括
弧
同
様
）
、
暗
灰
褐
砂
質
粘
土
（
木
屑
層
）
、
灰

色
砂
榛
土
（
砂
榛
層
）
で
あ
る
。
木
簡
は
、
黒
灰
土
以
下
の
各
層
か
ら
出
土
し
た

が
、
Ｂ
・
Ｃ
溝
の
木
屑
層
・
砂
磯
層
出
土
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
Ｂ
溝

へ
の
改
修
に
伴
う
杭
列
護
岸
の
裏
込
め
土
（
し
が
ら
み
）
か
ら
も
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ξ
面
こ
¨
ｏ
　
東
面
大
垣
の
西
側
を
南
流
す
る
南
北
溝
で
、
幅
六
八
‥
）
～
七
・
八

ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
一
～
一
　
こ
二
ｍ
。
溝
の
堆
積
は
上
下
二
層
に
大
別
で
き
、
奈
良
時
代

の
堆
積
土
で
あ
る
下
層
は
、
幅
五
・
三
ｍ
、
深
さ
○
エ
（
五
～
○
・
八
ｍ
。
下
層
堆

積
土
は
、
上
か
ら
白
色
粒
混
黒
灰
粘
土
、
暗
灰
粘
質
土
・
暗
灰
砂
質
粘
土
、
暗
灰
褐

粘
質
砂
、
灰
褐
バ
ラ
ス
・
暗
灰
粘
土
で
あ
る
。
本
溝
も
数
度
の
改
修
で
遷
都
当
初
の

堆
積
は
残
存
せ
ず
、
や
は
り
奈
良
時
代
後
半
の
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
。
三
～
四
期
に

区
分
で
き
、
当
初
は
素
掘
溝
だ
が
、
後
に
溝
幅
を
狭
め
、
石
積
護
岸
が
施
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
主
に
最
下
層
の
灰
褐
バ
ラ
ス
・
暗
灰
粘
土
層
（
砂
篠
層
）
か
ら
出
土
し
た
。

調
査
区
北
方
に
あ
る
小
子
門
西
脇
を
経
て
宮
内
か
ら
南
流
す
る
排

水
路
で
、
宮
東
面
外
堀
を
兼
ね
る
南
北
溝
。
幅
約
六
・
二
ｍ
、
深
さ
○
・
八
～
一
・

四
ｍ
。
上
層
は
平
安
時
代
以
降
、
下
層
は
奈
良
時
代
の
堆
積
。
下
層
堆
積
は
上
か
ら
、

灰
白
ブ
ロ
ッ
ク
混
暗
灰
砂
質
粘
土
（
暗
灰
粘
土
）
、
バ
ラ
ス
混
暗
灰
砂
質
土
（
暗
褐

粘
土
）
、
バ
ラ
ス
混
暗
灰
砂
質
土
・
灰
褐
粗
砂
層
（
灰
褐
砂
）
、
木
屑
混
暗
褐
粘
土

層
（
木
屑
層
）
の
四
層
に
大
別
で
き
、
幅
約
四
ｍ
、
深
さ
〇
・
五
～
〇
・
八
ｍ
で
あ

る
。
溝
は
何
度
も
改
修
を
受
け
、
遷
都
当
初
の
堆
積
は
残
存
し
な
い
。
前
述
の
Ｓ
Ｄ

一
七
六
五
〇
を
切
っ
て
本
溝
か
改
修
さ
れ
、
溝
最
下
層
に
天
平
宝
字
の
年
紀
木
簡
を

含
む
二
と
か
ら
、
奈
良
時
代
後
半
の
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
。
護
岸
施
設
の
痕
跡
と
思

わ
れ
る
テ
ラ
ス
状
の
段
を
西
岸
で
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
下
層
堆
積
の
各
層
か
ら
出

土
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
最
下
層
の
バ
ラ
ス
混
暗
灰
砂
質
土
・
灰
褐
粗
砂
層
（
灰
褐

砂
）
、
木
屑
混
暗
褐
粘
土
層
（
木
屑
層
）
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

　
木
簡
以
外
の
文
字
資
料
と
し
て
は
、
「
莫
取
研
口
盤
／
口
風
」
　
「
北
僧
坊
」
　
「
朝
」

　
「
口
支
良
女
」
「
近
衛
」
　
「
口
厨
」
「
西
」
「
狛
」
「
茄
」
「
口
附
名
口
」
「
朝
」

　
「
職
」
な
ど
と
記
し
た
墨
書
土
器
、
「
修
」
　
「
理
」
　
「
中
」
　
「
真
依
」
　
「
乙
万
呂
」

な
ど
の
刻
印
瓦
が
出
土
し
た
。

第
二
八
四
次
調
査
（
６
Ａ
Ｌ
Ｆ
区
）

（
一
九
九
七
年
七
月
～
一
〇
月
）

　
第
二
八
四
次
調
査
は
、
東
院
庭
園
の
園
池
南
西
部
の
北
区
、
南
面
大
垣
か
ら
二
条

条
間
路
北
側
溝
ま
で
の
南
区
、
合
計
約
七
五
〇
�
を
発
掘
し
た
。
北
区
で
は
東
院
上

層
園
池
Ｓ
Ｇ
五
八
〇
〇
Ｂ
、
奈
良
時
代
末
期
の
州
浜
Ｓ
Ｘ
一
七
七
一
〇
、
二
時
期
の

園
池
南
岸
建
物
Ｓ
Ｂ
一
七
五
八
二
・
Ｓ
Ｂ
一
七
七
〇
〇
な
ど
を
検
出
し
た
。
南
区
で

は
南
面
大
垣
Ｓ
Ａ
五
五
〇
五
、
大
垣
南
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
九
三
七
五
と
そ
の
下
層
の
東
西

溝
Ｓ
Ｄ
一
七
七
一
七
、
二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
・
Ｂ
、
嬬
地
上
で
建

物
五
棟
・
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。

　
木
簡
は
、
南
区
の
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
か
ら
一
九
点
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
か
ら
一
点
、

同
北
岸
護
岸
石
裏
込
め
か
ら
二
点
、
Ｓ
Ｂ
一
七
六
九
四
の
南
庇
の
西
か
ら
二
基
目
の

柱
穴
か
ら
一
点
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
七
六
九
二
か
ら
一
点
、
出
土
地
不
明
一
点
、
合
計
二

五
点
が
出
土
し
た
。
そ
の
他
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
か
ら
馬
形
、
Ｓ
Ｄ
一
七
六
九
五

　
（
調
査
区
西
部
で
検
出
し
た
嬬
地
上
を
横
切
る
南
北
溝
）
か
ら
銅
鍔
帯
金
具
・
巡
方

表
金
具
、
包
含
層
か
ら
新
型
式
の
唐
草
文
鬼
瓦
な
ど
が
出
土
し
た
。

二
条
条
関
路
北
側
溝
。
四
期
の
変
遷
に
細
分
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
二

Ｏ
Ｏ
Ａ
は
、
遷
都
当
初
開
削
の
溝
。
Ａ
ａ
溝
と
、
北
岸
で
約
一
　
・
七
ｍ
南
に
ず
ら
し

た
Ａ
ｂ
溝
の
二
時
期
が
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
は
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
を
南
に
約

三
ｍ
ず
ら
し
開
削
し
た
も
の
。
石
組
み
護
岸
の
な
い
Ｂ
ａ
溝
、
改
修
し
て
石
組
み
護

岸
を
施
し
た
Ｂ
ｂ
溝
の
二
時
期
が
あ
る
。
Ａ
ｂ
溝
か
ら
Ｂ
ａ
溝
へ
の
改
修
時
期
だ
が
、

第
コ
ー
○
次
調
査
で
和
銅
・
養
老
の
年
紀
木
簡
が
出
土
し
、
今
回
も
Ａ
ａ
溝
か
ら
養

老
六
年
（
七
二
二
）
の
木
簡
が
出
土
し
た
二
方
、
郡
郷
制
下
の
可
能
性
か
お
る
荷
札

木
簡
も
出
土
し
た
。
確
言
で
き
な
い
が
、
恭
仁
遷
都
前
の
天
平
年
間
前
半
と
推
測
し

て
お
く
。
な
お
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
北
岸
護
岸
石
裏
込
め
か
ら
出
土
し
た
養
老
年
紀

の
木
簡
は
、
本
来
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ａ
の
遺
物
で
あ
っ
た
も
の
が
混
入
し
た
か
。

七
六
九
四
　
桁
行
三
間
以
上
（
九
尺
等
間
）
×
梁
間
二
間
（
九
・
五
尺
等
間
）

２



-

の
身
舎
に
南
庇
（
九
・
五
尺
）
が
つ
く
掘
立
柱
東
西
棟
建
物
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
ａ

段
階
で
は
、
そ
れ
ま
で
空
閑
地
で
あ
っ
た
濡
地
部
分
に
建
物
が
多
く
建
て
ら
れ
た
が
、

こ
の
う
ち
最
も
新
し
い
建
物
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
Ｂ
ｂ
が
機
能
す
る
奈
良
時
代

末
期
に
は
撤
去
さ
れ
、
嬬
地
部
分
は
再
び
空
閑
地
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
区
西
辺
の
第
二
Ｉ
○
次
調
査
区
内
の
円
形
土
坑
。
直
径
五

　
　
Ｉ
■
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■

■
t
:

}
｡
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-
-
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r
'
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■-
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r
Ｉ
コ
ー
Ｉ
Ｊ
『
Ｉ
｀
－
Ｉ
「
ｊ
Ｉ
ｊ
■

〇
ｍ
、
深
さ
約
二
〇
一
。
時
期
不
明
。

第
二
八
〇
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｋ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
七
年
一
〇
月
～
一
九
九
八
年
一
月
）

　
第
二
八
〇
次
調
査
は
、
東
院
地
区
の
庭
園
遺
構
周
辺
で
南
て
北
・
東
地
区
の
三
力

所
合
計
約
七
〇
〇
�
を
発
掘
し
た
。
南
区
で
は
、
東
院
東
南
隅
部
分
を
調
査
し
、
東

面
大
垣
・
南
面
大
垣
と
そ
の
雨
落
溝
、
二
条
条
間
路
北
側
溝
、
庭
園
の
池
に
伴
う
溝
、

バ
ラ
ス
敷
な
ど
検
出
し
た
。
従
来
「
隅
楼
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
楼
閣
状
建
物
Ｓ
Ｂ
五

八
八
〇
の
全
貌
が
解
明
さ
れ
、
二
間
×
二
間
（
八
尺
等
間
）
の
身
舎
に
間
ロ
ー
六
尺

の
庇
が
西
と
北
に
つ
く
建
物
、
あ
る
い
は
三
間
×
二
間
の
東
西
棟
に
間
ロ
ー
六
尺
の

1哨1Ｙ－ ITfldT

北
庇
が
東
寄
り
に
つ
く
建
物
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
北
区
で
は
、
庭
園
内
の
東
面

大
垣
西
側
を
調
査
し
た
。
東
区
で
は
、
東
二
坊
坊
間
路
と
二
条
条
間
路
と
の
交
差
点

北
部
を
調
査
し
、
二
条
条
間
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
、
東
二
坊
坊
関
路
路
面
と
そ

の
東
西
両
側
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
東
二
坊
坊
関
路
に
は
新
旧
二
時
期
が
あ
っ
て
、

当
初
は
坊
間
路
相
当
の
道
路
と
し
て
造
作
さ
れ
、
後
に
大
路
と
同
等
の
道
路
に
拡
幅

さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
木
簡
は
東
区
の
調
査
の
う
ち
、
東
二
坊
坊
間
路
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
七
七
七
九
か
ら
一

一
点
、
Ｓ
Ｄ
五
二
〇
〇
か
ら
三
点
、
合
計
二
四
点
出
土
し
た
。

を
検
出
し
た
。

≪i--ir '10

so 17779

ÅSD5200

拡
幅
後
の
東
二
坊
坊
関
路
東
側
溝
。
調
査
区
東
端
で
そ
の
西
肩

-
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図３　第280次調査遺構平面図　1 : 400
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図４　第284次調査遺構平面図　1 : 400
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吝
Ｄ
宜
二
〇
〇
　
二
条
条
間
路
北
側
溝
。
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
七
八
〇
と

の
合
流
点
よ
り
東
側
で
は
溝
幅
を
約
二
・
〇
ｍ
に
狭
め
、
深
さ
約
○
エ
（
ｍ
で
あ
る
。

南
岸
の
一
部
に
護
岸
石
が
残
る
。

第
二
八
一
次
調
査
（
６
Ｂ
Ｆ
Ｋ
・
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
七
年
七
月
～
一
〇
月
）

　
こ
の
調
査
は
分
譲
住
宅
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
面
積
八
七
〇
�
の
調
査
区
を
設
け

て
実
施
し
た
。
平
城
京
の
条
坊
復
原
で
は
平
城
京
左
京
二
条
二
坊
十
・
十
一
坪
、
二

条
条
間
路
に
あ
た
る
。
主
な
検
出
遺
構
に
は
、
二
条
条
間
路
Ｓ
Ｆ
七
〇
九
五
及
び
こ

の
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
九
〇
Ａ
・
Ｂ
、
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
、
十
坪
の
南
に
開
く
門

Ｓ
Ｂ
七
一
　
フ
‥
）
な
ど
が
あ
る
。

　
木
簡
は
合
計
五
二
六
点
（
う
ち
削
屑
二
三
二
点
）
出
土
し
た
。
内
訳
は
、
二
条
条

闇
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
九
〇
か
ら
五
〇
二
点
（
う
ち
削
屑
二
二
八
点
）
、
二
条
条
間

路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
か
ら
一
五
点
（
う
ち
削
屑
四
点
）
、
こ
の
他
出
土
地
点
不

明
の
も
の
が
九
点
で
あ
る
。

図５　左京二条二坊十一坪調査位置図

図６　第281次調査遺構平面図　1 : 500
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Ｓ
玖
七
〇
九
〇
　
長
さ
約
一
一
〇
ｍ
に
わ
た
り
検
出
し
た
素
掘
の
東
西
溝
で
、
奈
良

時
代
中
頃
に
改
修
さ
れ
て
い
る
。
改
修
前
の
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
九
〇
Ａ
は
、
幅
約
三
・
八

ｍ
で
、
東
流
し
て
い
る
。
改
修
後
の
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
九
〇
Ｂ
は
、
幅
約
二
・
〇
ｍ
で
西

流
し
、
当
初
の
流
水
方
向
と
は
逆
転
し
て
い
る
。
こ
の
改
修
は
門
Ｓ
Ｂ
七
一
一
〇
の

基
壇
が
Ｓ
Ｄ
七
〇
九
〇
Ａ
を
埋
立
て
た
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
こ

の
門
の
造
営
に
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
木
簡
は
下
層
の
Ｓ
Ｄ
七
〇
九

〇
Ａ
か
ら
、
四
七
五
点
（
削
屑
二
〇
九
点
）
、
上
層
の
Ｓ
Ｄ
七
〇
九
〇
Ｂ
か
ら
八
点

　
（
削
屑
四
点
）
の
ほ
か
、
層
位
不
明
の
も
の
が
二
九
点
（
う
ち
削
屑
一
五
点
）
出
土

し
た
。

約
コ
ニ
ｍ
に
わ
た
っ
て
検
出

し
た
、
幅
約
四
こ
（
ｍ
の
素
掘
の
東
西
溝
で
あ

る
。
堆
積
は
大
き
く
上
層
、
下
層
に
分
か
れ
る
。

木
簡
は
下
層
か
ら
六
点
（
う
ち
削
屑
三
点
）
、

上
層
か
ら
九
点
（
う
ち
削
屑
二
点
）
出
土
し
た
。
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第
二
八
九
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）

（
一
九
九
八
年
一
月
～
二
月
）

　
こ
の
調
査
は
分
譲
住
宅
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
調
査
区
は
左
京
二
条
二
坊
十

一
坪
を
東
西
に
二
分
す
る
地
点
を
含
み
、
二
条
条
間
路
南
側
溝
に
か
か
る
よ
う
に
設

定
し
た
。
第
二
八
一
次
調
査
区
の
す
ぐ
南
に
当
た
る
。
調
査
区
の
規
模
は
約
一
八
二

�
で
あ
る
。

　
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
二
条
条
間
路
Ｓ
Ｆ
七
〇
九
五
及
び
こ
の
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七

一
〇
〇
、
奈
良
時
代
前
半
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
九
〇
Ａ
・
Ｂ
、
同
じ
く
奈
良
時
代
前

半
の
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
七
二
九
一
・
七
二
九
二
、
奈
良
時
代
後
半
の
左
京
二
条
二
坊

十
一
坪
の
北
に
開
く
棟
門
Ｓ
Ｂ
七
三
〇
〇
、
同
じ
く
奈
良
時
代
後
半
の
十
一
坪
北
面

築
地
南
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
九
五
Ａ
・
Ｂ
な
ど
で
あ
る
。

　
木
簡
は
合
計
三
二
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
出
土
し
た
。
内
訳
は
、
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇

か
ら
コ
ニ
点
、
Ｓ
Ｄ
七
二
九
〇
Ｂ
か
ら
一
八
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
、
Ｓ
Ｂ
七
二
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
の
柱
穴
か
ら
一
点
で
あ
る
。
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図７　第289次調査遺構平面図　1 : 400

Ｓ
Ｄ
毛
賜
（
ｘ
Ｕ
　
幅
四
・
五
ｍ
、

深
さ
〇
・
七
ｍ
の
素
掘
の
溝
。
土

層
は
大
き
く
上
層
・
下
層
に
分
け

ら
れ
る
。

幅
〇
・
四
ｍ
、

深
さ
〇
・
五
ｍ
の
素
掘
の
東
西
溝

で
あ
る
。
調
査
区
西
端
の
み
で
検

出
し
、
大
部
分
は
Ｓ
Ｄ
七
二
九
〇

Ｂ
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
本
来
は

調
査
区
を
東
西
に
貫
流
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

幅
一
・
六
ｍ

深
さ
○
エ
（
ｍ
の
素
掘
の
東
西
溝

で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
七
二
九
〇
Ａ
と
同
じ
く
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
の
南
肩
か
ら
約
二
・

〇
ｍ
の
間
隔
を
お
い
て
流
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
七
二
九
〇
Ａ
を
拡
幅
し
て
調
査
区
西
端
で
北

折
さ
せ
た
も
の
。
土
層
は
大
き
く
上
層
、
下
層
に
分
け
ら
れ
る
。
上
層
は
人
為
的
な

埋
土
で
、
下
層
は
堆
積
土
で
あ
る
。
調
査
区
西
半
で
は
、
最
下
層
に
木
屑
を
多
く
含

む
砂
層
を
検
出
し
た
。
下
層
か
ら
郡
里
制
下
の
付
札
が
出
土
し
、
最
上
層
か
ら
奈
良

時
代
初
頭
の
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
比
較
的
に
短
期
間
で
埋
め
戻
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
十
一
坪
内
の
排
水
を
南
側
溝
に
流
す
た
め
に
設
け
ら
れ
た
溝

と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
十
一
坪
内
の
南
北
棟
建
物
で
、
桁
行

三
間
以
上
、
梁
間
二
間
で
、
柱
間
は
七
尺
等
間
で
あ
る
。
東
西
に
わ
ず
か
に
ず
ら
し

て
建
て
替
え
て
い
る
か
、
柱
穴
の
重
複
は
な
く
、
い
ず
れ
が
古
い
か
は
決
め
ら
れ
な

い
。
こ
れ
ら
の
柱
を
抜
き
取
っ
た
後
に
、
Ｓ
Ｄ
七
二
九
五
Ａ
の
木
樋
を
据
え
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
七
二
九
五
Ａ
は
、
門
Ｓ
Ｂ
七
三
〇
〇
に
続
く
十
一
坪
北
面
築
地
（
削
平
を
受
け
、

残
存
せ
ず
）
の
南
雨
落
溝
で
あ
る
。
調
査
区
中
央
部
分
で
は
幅
約
四
五
ｍ
、
現
存
長

約
四
・
〇
ｍ
の
木
樋
を
設
け
て
お
り
、
木
樋
の
四
隅
に
沈
下
防
止
用
の
瓦
を
敷
い
て

い
る
が
、
う
ち
一
点
は
六
六
六
三
Ｃ
ｂ
型
式
の
軒
平
瓦
で
あ
る
。
従
っ
て
、
木
樋
、

さ
ら
に
は
築
地
、
門
Ｓ
Ｂ
七
三
〇
〇
の
造
営
時
期
が
平
城
還
都
後
で
あ
る
こ
と
が
推

定
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
七
二
九
一
　
・
Ｓ
Ｂ
七
二
九
二
は
、
こ
れ
ら
の
造

営
時
期
よ
り
前
、
奈
良
時
代
前
半
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
八
二
－
一
〇
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九
七
年
一
〇
月
～
一
一
月
）

　
　
こ
の
調
査
は
個
人
住
宅
建
設
と
駐
車
場
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
南
北
に
近
接
し
た

二
つ
の
調
査
区
を
設
定
し
て
実
施
し
た
。
調
査
面
積
は
一
五
〇
�
。
遺
存
地
割
で
は

左
京
二
条
二
坊
十
一
坪
の
東
に
通
じ
る
東
二
坊
坊
間
東
小
路
と
、
北
に
通
じ
る
二
条

条
間
路
の
交
差
す
る
地
点
、
及
び
そ
の
西
南
部
分
に
あ
た
る
。

　
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
東
二
坊
坊
関
東
小
路
Ｓ
Ｆ
七
二
八
〇
及
び
こ
の
西
側
溝

Ｓ
Ｄ
七
二
五
、
二
条
条
関
路
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
〇
〇
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
七
四
、

５



南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
七
〇
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
七
一
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
七
三
、
土
坑

Ｓ
Ｋ
七
二
七
六
な
ど
か
あ
る
。

　
木
簡
は
合
計
五
四
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
が
出
土
し
た
。
内
訳
は
、
東
二
坊
坊
関

東
小
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
七
一
一
五
か
ら
四
一
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
七
二

七
六
か
ら
六
点
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
七
二
七
四
か
ら
三
点
の
ほ
か
、
出
土
遺
構
不
明
の
も

の
が
四
点
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
七
一
一
五
　
東
二
坊
坊
間
東
小
路
西
側
溝
。
上
端
幅
二
・
〇
ｍ
、
底
部
幅
一
・

四
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
七
ｍ
の
南
北
溝
で
あ
る
。

Ｓ
Ｋ
七
三
七
六
　
十
一
坪
東
面
築
地
塀
想
定
位
置
に
あ
る
浅
い
不
整
形
の
土
坑
。
こ

の
部
分
に
は
築
地
の
痕
跡
は
な
く
、
土
坑
内
に
木
簡
や
木
製
品
な
ど
が
腐
植
質
土
と

と
も
に
堆
積
し
て
い
た
。

Ｓ
Ｄ
七
二
七
四
　
幅
○
・
八
ｍ
、
深
さ
一
五
一
の
東
西
溝
で
、
北
区
の
中
程
で
西
側

溝
Ｓ
Ｄ
七
一
一
五
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
底
部
に
は
直
径
二
〇
ｍ
前
後
の
浅
い
く
ぼ

み
が
連
続
し
て
お
り
、
敷
石
を
抜
き
と
っ
た
痕
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【北区】

　　　　　SD710C
　　　　　　-
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卜
り
言
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〕　　　μ

ら

図８　第282－10次調査遺構平面図　1 : 400

第
二
八
八
・
二
九
〇
次
調
査
（
６
Ａ
Ｇ
Ｆ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
七
年
一
一
月
～
一
九
九
八
年
三
月
）

　
こ
の
調
査
は
工
場
改
築
に
伴
い
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
地
は
平
城
宮
の
南

端
か
ら
四
〇
〇
ｍ
南
の
右
京
三
条
一
坊
三
・
四
坪
に
位
置
す
る
。
調
査
は
第
二
八
八

こ
一
九
〇
次
の
二
次
に
わ
た
っ
て
行
な
い
、
総
面
積
は
約
二
〇
〇
〇
�
で
あ
る
。

　
第
二
八
八
次
の
調
査
区
は
北
区
と
南
区
に
分
か
れ
る
。
北
区
（
約
四
〇
〇
�
）
で

は
、
朱
雀
大
路
と
三
条
条
間
南
小
路
の
交
差
点
の
検
出
を
目
的
と
し
、
朱
雀
大
路
西

側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
、
三
条
条
間
南
小
路
Ｓ
Ｆ
二
六
二
三
、
及
び
こ
の
南
側
溝
Ｓ
Ｄ

二
六
二
Ｉ
、
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
二
二
の
ほ
か
、
溝
三
条
な
ど
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｆ
二

六
二
三
の
南
北
両
側
溝
は
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
に
合
流
す
る
。
た
だ
し
、
Ｓ
Ｆ
二
六
二
三

は
京
造
営
当
初
は
造
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
・
四
坪
東
区
を
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
一
八

が
貫
流
し
て
お
り
、
三
・
四
坪
は
南
北
一
体
の
利
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
Ｓ

Ｆ
二
六
二
三
を
設
け
て
こ
の
部
分
の
Ｓ
Ｄ
二
六
一
八
を
埋
め
、
三
・
四
坪
は
分
割
さ

れ
る
。
但
し
、
Ｓ
Ｆ
二
六
二
三
が
朱
雀
大
路
西
側
溝
を
渡
る
部
分
に
橋
の
痕
跡
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。
南
区
（
約
六
〇
〇
�
）
は
四
坪
内
の
宅
地
の
様
相
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
塀
二
条
、
掘
立
柱
建
物
七
棟
、
溝
二
条
、
井
戸
二
基
、
土

坑
二
基
な
ど
を
検
出
し
た
。

　
第
二
九
〇
次
の
調
査
区
は
、
東
区
と
北
西
区
に
分
か
れ
る
。
東
区
（
約
九
〇
〇
�
）

は
、
三
坪
内
の
様
相
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
朱
雀
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ

二
六
〇
〇
の
ほ
か
、
塀
五
条
、
掘
立
柱
建
物
四
棟
、
溝
一
条
な
ど
を
検
出
し
た
。
北

西
区
（
約
一
〇
五
�
）
は
、
西
一
坊
坊
間
東
小
路
の
検
出
を
目
的
と
し
、
同
小
路
Ｓ

Ｆ
二
六
四
二
、
及
び
そ
の
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
四
〇
、
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
四
一
な
ど
を

検
出
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
木
簡
は
、
第
二
八
八
次
北
区
及
び
第
二
九
〇
次
東
区
の
朱
雀
大
路
西

側
溝
Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
か
ら
合
計
二
Ｉ
点
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
二
六
〇
〇
　
幅
約
三
・
〇
ｍ
、
深
さ
約
〇
・
九
ｍ
の
南
北
溝
。
両
岸
に
部
分
的

に
護
岸
の
杭
が
残
っ
て
い
た
。

６
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（
一
九
九
七
年
五
月
）

　
こ
の
調
査
は
店
舗
建
設
の
事
前
調
査
で
あ
る
。
左
京
三
条
一
坊
十
四
坪
東
辺
の
ほ

ぼ
中
央
部
に
あ
た
る
位
置
に
、
南
北
二
つ
の
調
査
区
を
設
定
し
た
。
検
出
し
た
遺
構

は
、
東
一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
で
あ
る
。
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
四
九
五
一
か
ら
一

三
九
点
（
う
ち
削
屑
一
二
Ｉ
点
）
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
四
九
五
二
　
本
年
度
の
第
二
七
四
次
調
査
、
一
九
六
五
年
度
の
第
三
二
次
調
査

　
（
平
城
宮
東
南
隅
の
調
査
）
で
検
出
し
た
も
の
の
下
流
に
あ
た
る
。
土
層
は
大
き
く

二
層
に
分
か
れ
る
。
木
簡
は
主
と
し
て
下
層
か
ら
出
土
し
た
。

　
以
上
、
一
九
九
七
年
度
の
発
掘
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所
年
報
一
九
九
八
－
Ⅲ
』
　
（
一
九
九
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た

Ｘ
Ｄ

し

７



「

二
、
凡

例

（
一
）
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を
原
則

　
　
と
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
「
龍
」
「
廣
」
「
賓
」

　
　
「
嶋
」
　
「
龍
」
な
ど
に
つ
い
て
は
右
の
字
体
を
使
用
し
た
。

（
三
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
・
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

口
口
口

口
目
口

口口

口口

一一‾ﾚﾌ１

ｌ
一-

［
×
］

カ

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
か
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た
も
の
。

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
か
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以
上
が
不

明
な
も
の
。

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

抹
消
部
分
の
字
画
の
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付
し
た
。

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

校
訂
に
関
す
る
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
註
お
よ
び
説
明
註
。

　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所
の

左
傍
に
・
を
付
し
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
ま
た
は
左
傍
に
示
し
た
。

編
者
が
加
え
た
註
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
か
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

（
四
）
釈
文
下
の
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を
示
す

　
　
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ

　
　
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

（
五
）
釈
文
下
の
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。
型
式

　
番
号
は
次
の
通
り
で
、
四
桁
の
数
字
を
用
い
て
い
る
か
、
本
概
報
で
は
時
代
を

　
示
す
千
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
の
数
字
で
表
わ
し
た
。
な
お
端
と
は
、
木
簡
を

　
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

宕
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
も
の
。

宕
ぶ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

呂
笛
型
式
　
一
端
か
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ

　
　
　
　
　
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
-
６
０
１
５
-
６
０
３
２
-
６
０
４
１
-
６
０
５
１
型
式
の
い
ず
れ

　
　
　
　
　
か
と
推
定
さ
れ
る
。

呂
旨
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

ｇ
ａ
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

宕
丿
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭
・

　
　
　
　
　
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

宕
呂
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

宕
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ

　
　
　
　
　
た
も
の
。

目
話
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損

　
　
　
　
　
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
３
１
-
６
０
３
２

　
　
　
　
　
･
６
０
３
３
-
６
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
た
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た
も
の
。

９
台
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左
右
に

　
　
　
　
　
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

９
台
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

色
沢
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｇ
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な

　
　
　
　
　
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
宕
３
３
-
６
０
５
１
型
式
の

　
　
　
　
　
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

目
巴
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品
名

　
　
　
　
　
を
註
記
し
た

８



　
ｇ
Ｓ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

　
§
―
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

　
呂
巴
型
式
　
削
屑
。

　
括
弧
内
の
番
号
は
、
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
形
の
型
式
を
表
わ
す
。

　
（
六
）
釈
文
下
の
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数

　
　
字
）
を
記
し
た
。
｀
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し
た
破
片
が

　
　
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

　
（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た
「
″
」
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲
げ
た

　
　
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
、
「
占
」
は
「
図
版
三
」
に
対
応
す
る
。

　
木
簡
の
釈
読
に
は
、
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
調
査
室
の
舘
野
和
己
、
渡
辺
晃

宏
、
古
尾
谷
知
浩
、
山
下
信
一
郎
が
あ
た
り
、
ま
た
、
岩
本
次
郎
・
鬼
頭
清
明
・
東

野
治
之
・
堀
池
春
峰
・
鷺
森
浩
幸
・
吉
川
聡
氏
の
助
力
を
得
た
。
ま
た
、
編
集
に
際

し
て
は
、
大
山
綾
子
・
北
村
有
貴
江
・
中
岡
泰
子
・
南
島
真
理
子
・
八
木
典
子
氏
の

助
力
を
得
た
。
写
真
は
佃
幹
雄
の
撮
影
に
よ
る
。

　
本
書
の
編
集
は
古
尾
谷
知
浩
・
山
下
信
一
郎
か
担
当
し
た
。

９
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